
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャンパーニュ・ジャクソン＆ジャック・セロス特集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『La Revue du Vin de France』 誌  

2018 年 2 月号 

 

 

 

“時間と共に見事に熟成してゆく 「ノン・ヴィンテージ・シャンパーニュ」 を生み出せることを 

華麗に証明した、誉れ高き２つのメゾン” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左） 

ジャック・セロス当主 

アンセルム・セロス氏と 

息子のギヨーム 

（右） 

ジャクソン当主 

ジャン・エルヴェ氏と 

ローラン・シケ氏兄弟 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャンパーニュでは前代未聞 ＜ノン・ヴィンテージ（熟成物）12 種類飲み比べ！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CHAMPAGNE JACQUES SELOSSE CHAMPAGNE JACQUESSON 

シャンパーニュ・ジャクソン シャンパーニュ・ジャック・セロス 

Cuvée n° 737 (2009ベース) Initial (2009ベース) 

ブリオッシュを想わせる綺麗な香り。滑らかで繊細な味わい。 

シャンパーニュらしいチョークのミネラルの美しい輝き。 

暖かだった 2009 年を想わせる豊かさと共にある洗練、 

そして躍動感のある軽快な味わい。 

まだ「人生の始まり」とも言える若々しさ。 

 

樽熟成による酸化熟成スタイルで、且つ、格調高きスタイルが

特徴のセロス。厚みと肉付きの良い、力強い味わい。 

豊かな味わいの背後には、溌剌さもあり、アヴィズらしい 

塩っぽいミネラルのニュアンスと共に全体的な調和を成す。 

ジャクソン同様、こちらもまだ若い。 

 

 

Cuvée n° 736 (2008ベース) Initial (2008ベース) 

洗練の極み。フレッシュ感がありデリケート、美しきクラシック 

スタイル。2013 年にデゴルジュされたが、未だ溌剌とし、 

伸びやかで、同時に綺麗な濃密感もある。今飲んでも良いが、

まだ 10年は寝かせておいても良いだろう。 

 

 

デニッシュのような香りだが、軽やかさもあり、熟成と共に現れ

る花の香りもある。鮮度も高く、同時に深遠で、濃密、余韻に

は、チョークのミネラル。2008 年はクラシックな年なので、 

これから一層偉大なワインに進化してゆくだろう。 

 

 

Cuvée n° 735 (2007ベース) Initial (2007ベース) 

スパイスの香りと鮮度感が高いのが 2007 年の特徴。 

熟成と共に蜂蜜のニュアンスも感じられ、味わいに 

よりヴォリューム感が増した。しかし軽やかさも依然あり、 

濃密さと繊細さを併せ持つ。 

 

 

パン屑の香り。飲み進めるにつれ、第三アロマを放つ熟成の 

世界に引き込まれる。ダイナミックで、未だ大人しくなることの 

ない、元気な果実味。しかし、決して強さの中ではなく、 

精妙さの中にこのワインがあることを知った。 

 

 

Cuvée n° 733 (2005ベース) Initial (2005&2004ベース) 

リッチな味わいの背後にある洗練。アロマチックだが、 

次第に八角のような香りも。味わいには豊かなチョークの 

ミネラル。滑らかで軽やかさもあるが、よく熟した果実の 

ヴォリューム感もある。リッチな年でまだまだ熟成が必要。 

 

 

熟成香も現れ、コーヒー豆やスパイス、ヨード香も。まるで肉体

から解放されたかの如き、落ち着いたさま。全体の 25％が

2005 年のため、すでに絶頂期を迎えている。熟成によって 

感じる“美しき錆”のようなものもまた魅力的、と言うギヨーム。 

 

 

Cuvée n° 730 (2002ベース) Initial (2002ベース) 

まさに熟成中の過程にあるワイン。冷たい鋼の香りが特徴的。

まるで土の中に閉じ込められていたワインが、光を纏い 

ベールを脱ぎ、果実の支配から解放され、強烈なミネラルの 

センセーションを放つかのよう。厚みもあるが、バランスを保ち、 

直線的に伸びてゆく味わい。 

 

 

2002 年に 2001 年、2000 年がブレンドされたことで、愛想が

良く、晴れやかな印象に。果実の強烈な濃密感があり、ゴージ

ャスな味わいだが、熟成と共に香りも質感もより気高い印象に。

NV でも、優雅さをもって熟成してゆけることを証明した 1本。 

 

 

Cuvée n° 728 (2000ベース) Initial (2000ベース) 

700 番シリーズの始まりを飾ったファーストキュヴェ。 

果実とチョークの入り混じった複雑な香り。熟成による 

第三アロマも感じさせる。飲み頃の絶頂期を迎えたワイン。 

 

 

 

アンセルムが So2 を添加せずに造っていた時代のワイン。熟成

が進んだ黄金色を呈している。蜜蝋のような香りに、モリーユ茸

や肉汁のようなニュアンス。果実の厚みや、肉感さ、共にあまり

感じられず、アンセロムは「捕らえどころのない人」と形容した。 

 

 


